
極大粒・良食味の白大豆新品種を育成するとともに、栽培の機械化体
系を構築して省力安定生産マニュアルを作成しました。        

• 平成25年3月25日に「京白丹波」として品種登録 

• 「紫ずきん」が母親で、普通大豆の中では極めて大粒で晩生の品種 

• ダイズモザイクウイルスに強い抵抗性 

• 倒伏に強く、機械収穫が可能（機械化栽培実証：南丹普及センター管内） 

• 煮豆は新丹波黒に似た甘味と柔らかく弾力のある食感                              

京都府ブランド普通大豆の育成 
（生物資源研究センター・農林センター） 

• 「京ブランド食品」＊の原材料として付加価値の高い大豆加工食品の製造に
貢献します。＊（京都府食品産業協会が原材料や製法により知覚品質を認定）  

• 既存の大豆産地だけでなく、加工食品をつくる地産地消・六次産業化の組
織にも呼びかけ、栽培・生産を広げていきます。 

 問い合わせ先：応用研究部 ０７７４－９３－３５２７     

  上)子実の形状  下）成熟期の草姿 

 左：オオツル  中：京白丹波  右：エンレイ                   

 左下スケールは10cm 
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平成２４年度普及に移す試験研究成果 


